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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞　

· グリセリン浣腸、バルーンカテーテル挿入、摘便等の処置を行った際には、処置箋に処置内容として「キシロカインゼリー3g」と必ず記載して下さい。又、注射施行した場合は薬剤名だけではなく、筋肉注射なのか静脈注射（又は皮下注射）なのか分かるように処方箋に記載して下さい。リーダーの最終確認も必要となります。

· 食事管理サービス委員会より

1. 牛乳禁や全粥食等、食事指示内容をスタッフ全員が把握する様にして下さい。

→現在、患者様が食べている食事内容は何なのか把握していなければならない事ですが、食事内容が変更になった場合には、カルテにも内容と変更となった理由をきちんと記載し、フローシートにも食事内容を記載して下さい。スタッフ全員が把握出来る様、口頭でも申送りをする事が必要です。食事カードは各ユニットのスタッフが作成して下さい。

＜注目患者様について＞

成田　峻様～主治医と御家族とで面談を行なっています。御家族からの意見として成田様の病状は全体的に悪くなってきているのではないか？と主治医へ治療への不満を話されています。それに対し、主治医からは、病状は良くはなってきている。しかし、別の症状（人が怖い等、異常体験に左右されている）がある為、まだ治療を続けていく必要があるという事を御家族へ伝えています。主治医は増薬し、様子を見ていきたい事を説明していますが、御家族は増薬する事に対して拒否的であり、薬に対する不信、不安感を持っている様子です。御家族は、治療に対する期待と現状に対するギャップが強いのではないかと思われ、今後、家族教室等を通じて服薬の必要性等について、薬局長等を交えて説明していく事も必要と思われます。成田様ですが、ここ数日、人が怖い等の不安感が強くなってきている事から、本日より定期薬変更となります。精神症状の観察（訴えの有無、表情や口調、日中の過ごし方等）と共に服薬状況の確認をしっかりと行い、睡眠状態も観察して下さい。

＜隔離室入室患者様について＞

畑中　成夫様～昨日20分程退室されていますが、異常体験に左右される事なく過ごす事が出来ています。これまでの経過を見ていくと、少しずつですが退室する時間は長くなってきています。畑中様が退室を拒否したから退室させないのではなく、時間を置いて再度退室を促す事も必要です。少しでも退室出来る事が病状から開放し、個室に慣れた生活から集団に向けた生活が出来るように退室するという働きかけが必要となります。だからといって強引に退室させるのではなく、無理をさせない事も必要です。どうしたら退室出来るのか？畑中様はどうしたいのか？を考え、退室出来た時は支持的な言葉を伝える事も必要です。

＜病棟業務について確認と話し合い＞

· 現在、与薬処置係と合併症室担当で業務が分担されているが、合併症室の点滴処置や与薬は与薬処置係が行なうのか？合併症室担当が行なうのか？

（スタッフの現在の考え）

1、与薬処置係とは？

· 各ユニットの与薬、処置を行う。

· 各ユニットの与薬、処置の他、入浴介助や軟膏処置を行う。

· 薬のセットを行い、臨時薬一覧表にも処方内容を記載する。

→一覧表への記載については、リーダーを中心に行い、必ずしも与薬処置係が行なうものではありません。

2、合併症室の点滴処置や与薬は誰が行なう？

· 合併担当者が行なった方がいいのでは？その方が混乱する事もないのでは？

· メインは合併担当者が行ない、点滴等の処置は合併担当者、与薬は与薬処置係が行なうと分けてもいいのでは？

（まとめ）

・責任の所在を明確にする為、与薬処置係という担当者を決め、日々の業務を行っていますが、今の所、ミスは無く経過しています。与薬処置係は各ユニットの与薬、処置を行い、合併担当者は与薬以外の処置（点滴等）を行ないます。（合併症室の与薬は与薬処置係が行なう）スタッフ間での考えが違うという事もありますが、互いに協力しながら臨機応変に対応していく事も必要となります。













